
は
じ
め
に

玄
界
灘
の
孤
島
で
あ
る
沖
ノ
島
は
、
島
全
体
が
宗
像
大
社
三
宮
の
一
つ
沖
津
宮
の
境

内
で
あ
り
、
宗
像
三
女
神
の
一
柱
で
あ
る
田
心
姫
神
が
祀
ら
れ
る
。
沖
津
宮
の
本
殿

は
、
標
高
約
八
十
ｍ
の
島
中
腹
、
急
な
石
段
参
道
を
上
っ
て
わ
ず
か
に
開
け
た
平
坦
地

に
位
置
す
る
。
タ
ブ
ノ
キ
等
の
照
葉
樹
林
の
鬱
蒼
と
し
た
森
に
覆
わ
れ
、
高
さ
十
ｍ
を

超
え
る
巨
岩
群
が
屹
立
す
る
独
特
の
空
間
で
あ
る
。
見
上
げ
る
ほ
ど
の
巨
岩
に
左
右
か

ら
挟
ま
れ
て
、
神
の
御
座
所
で
あ
る
本
殿
が
鎮
座
し
、
神
饌
の
奉
献
や
祝
詞
の
奏
上
な

ど
人
が
儀
式
を
行
う
た
め
の
幣
殿
・
拝
殿
が
備
わ
る
。
こ
れ
ら
沖
津
宮
社
殿
は
幾
度
か

の
再
建
を
経
て
、
昭
和
七
年
に
現
在
の
社
殿
が
建
立
さ
れ
た
。

本
稿
は
、
沖
津
宮
社
殿
の
中
で
も
本
殿
・
幣
殿
・
拝
殿
の
主
要
施
設
に
焦
点
を
あ
て
、

現
地
調
査
や
文
献
・
絵
図
史
料
を
も
と
に
、
沖
津
宮
社
殿
の
歴
史
的
変
遷
と
建
築
的
特

質
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

筆
者
は
、
平
成
二
十
四
年
に
国
史
跡
「
宗
像
神
社
境
内
」
保
存
管
理
計
画
策
定
に
伴

う
調
査
に
参
画
し
、
沖
津
宮
社
殿
の
現
地
調
査
を
行
う
機
会
を
得
た（
１
）。
現
在
の
沖
津

宮
社
殿
に
つ
い
て
は
、『
宗
像
神
社
史
』
上
巻
（
昭
和
三
十
六
年
発
行
）
や
『
宗
像
大

社
昭
和
造
営
誌
』（
昭
和
五
十
一
年
発
行
）
に
概
略
が
記
さ
れ
る
の
み
で
、
設
計
者
や

造
営
経
緯
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
多
い
。
宗
像
大
社
に
は
、
明
治
時
代
か
ら
昭
和
四
十

年
代
ま
で
（
一
部
、
江
戸
時
代
の
史
料
を
含
む
）
の
神
社
営
繕
に
関
す
る
史
料
「
宗
像

大
社
営
繕
書
類
」（
以
下
、「
営
繕
書
類
」）
全
三
五
巻
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、
近
代
に

お
け
る
宗
像
神
社
の
造
営
活
動
を
知
る
上
で
重
要
な
史
料
で
あ
る
。
現
地
調
査
と
共
に

「
営
繕
書
類
」
の
史
料
調
査
を
行
い
、
現
在
の
沖
津
宮
社
殿
の
造
営
経
緯
に
つ
い
て
再

検
討
し
た
い
。

一
．
沖
津
宮
社
殿
の
沿
革

（
一
）
沖
津
宮
社
殿
の
成
立

沖
津
宮
の
起
源
と
な
る
の
が
古
代
の
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
で
あ
り
、
航
海
安
全
を
祈
る

自
然
崇
拝
に
基
づ
く
神
ま
つ
り
が
徐
々
に
変
化
し
、
現
在
の
神
社
へ
と
通
じ
る
神
祇
祭

祀
が
確
立
し
て
い
く
過
程
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
。
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
は
、
沖
津
宮
本

殿
の
周
囲
に
広
が
る
巨
岩
群
を
中
心
に
二
十
二
ケ
所
確
認
さ
れ
て
い
る
。
祭
祀
の
場

は
、
巨
岩
の
岩
上
（
四
世
紀
後
〜
五
世
紀
前
）
か
ら
始
ま
り
、
岩
陰
（
五
世
紀
後
〜
七

世
紀
）、
半
岩
陰
・
半
露
天
（
七
世
紀
後
〜
八
世
紀
前
）、
平
坦
地
の
露
天
（
八
世
紀
〜

九
世
紀
末
）
へ
と
変
遷
す
る
。
沖
ノ
島
に
お
け
る
古
代
祭
祀
は
九
世
紀
末
に
終
焉
を
迎

宗
像
大
社
沖
津
宮
社
殿
の
特
質

松
本
　
将
一
郎
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え
る
が
、
相
前
後
し
て
、
七
世
紀
後
半
ま
で
に
は
、
沖
ノ
島
の
沖
津
宮
、
大
島
の
中
津

宮
、
九
州
本
土
の
辺
津
宮
に
そ
れ
ぞ
れ
、『
古
事
記
』、『
日
本
書
紀
』
に
登
場
す
る
田

心
姫
神
・
湍
津
姫
君
神
・
市
杵
島
姫
神
の
宗
像
三
女
神
を
祀
る
宗
像
神
社
が
成
立
し
た
。

祭
祀
の
場
は
巨
岩
か
ら
社
殿
へ
と
遷
る
が
、
社
殿
成
立
の
時
期
に
つ
い
て
は
未
解
明

で
あ
る
。
日
本
全
体
に
お
け
る
社
殿
成
立
に
つ
い
て
、
近
年
の
研
究
で
は
七
世
紀
後
半

に
官
社
制
の
創
出
を
画
期
と
し
、
神
社
に
社
殿
が
整
備
さ
れ
た
と
い
う
説
が
有
力
視
さ

れ
て
い
る（
２
）。
七
世
紀
末
は
律
令
国
家
の
体
制
が
整
え
ら
れ
た
時
期
で
あ
り
、
国
家
の

主
導
の
下
、
祭
祀
儀
礼
や
神
社
施
設
等
、
祭
祀
の
体
系
化
が
進
み
全
国
に
広
ま
っ
た
と

さ
れ
る
。
ま
た
官
社
制
の
創
出
に
伴
い
、
天
武
十
年
（
六
八
一
）
の
「
詔
畿
内
及
諸
国

修
理
天
社
地
社
神
宮
」（「
日
本
書
紀
」同
年
正
月
丑
条
）や
、天
平
神
護
元
年（
七
六
五
）

の
「
遣
使
修
造
神
社
於
天
下
諸
国
」（「
日
本
書
紀
」
同
年
十
一
月
壬
戊
条
）
等
の
全
国

の
神
社
施
設
に
対
す
る
修
繕
の
命
令
が
出
さ
れ
て
お
り
、
八
世
紀
頃
に
地
方
神
社
に
お

け
る
社
殿
の
普
及
が
指
摘
さ
れ
る（
３
）。

た
だ
し
、
沖
ノ
島
の
場
合
は
絶
海
の
孤
島
と
い
う
特
殊
な
立
地
条
件
の
た
め
、
常
設

の
社
殿
を
持
た
ず
に
巨
岩
や
そ
の
周
囲
で
の
祭
祀
が
継
続
し
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で

き
な
い
。
沖
ノ
島
で
は
八
世
紀
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
祭
祀
の
場
で
あ
っ
た
巨
岩
群
か

ら
離
れ
た
平
坦
地
で
露
天
祭
祀
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
古
代
祭
祀
の
最
終
段
階
で

あ
る
露
天
祭
祀
か
ら
社
殿
祭
祀
へ
移
行
、
も
し
く
は
並
行
す
る
時
期
や
そ
の
契
起
が
論

点
と
な
る
が
、
文
献
史
料
・
考
古
資
料
共
に
社
殿
の
存
在
を
示
す
資
料
は
江
戸
時
代
に

至
る
ま
で
確
認
で
き
ず
、
現
時
点
で
は
そ
の
論
証
は
難
し
い
。
露
天
祭
祀
の
遺
跡
は

一
・
二
・
三
号
遺
跡
の
三
箇
所
確
認
さ
れ
て
お
り
、
巨
岩
か
ら
南
西
に
約
三
十
ｍ
離
れ

た
一
号
遺
跡
で
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
、
大
石
を
中
心
と
す
る
祭
壇
状
の
石
積
遺
構
と

共
に
土
師
器
・
須
恵
器
や
滑
石
製
形
代
な
ど
大
量
の
奉
献
品
が
出
土
し
て
い
る（
４
）。
ま

た
、
未
調
査
で
は
あ
る
が
沖
津
宮
社
殿
が
建
つ
石
垣
下
に
は
、
一
号
遺
跡
と
共
通
す

る
露
天
祭
祀
時
の
土
器
や
滑
石
製
形
代
等
の
包
含
層
（
写
真
一
）
が
確
認
さ
れ
て
お�

り（
５
）、
昭
和
七
年
の
現
在
の
社
殿
再
建
の
際
、
社
殿
床
下
か
ら
滑
石
製
舟
形
五
個
と
石

斧
一
個
が
出
土
し
た
こ
と
が
竹
内
亮
氏
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る
（
図
一
）（６
）。
現
在
の

沖
津
宮
本
殿
が
建
つ
敷
地
は
、
八
世
紀
頃
か
ら
祭
祀
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
少

な
く
と
も
古
代
祭
祀
か
ら
現
在
の
社
殿
へ
と
続
く
祭
祀
の
歴
史
が
積
層
し
た
場
所
と
い

え
よ
う
。
古
代
祭
祀
の
終
焉
後
、沖
ノ
島
で
は
、中
世
を
通
じ
て
宗
像
大
宮
司
家
に
よ
っ

て
神
事
が
連
綿
と
続
い
て
い
っ
た
。

写真一　沖津宮石垣下の遺物包含層（３号遺跡）
（出典：『宗像沖ノ島 Ⅱ図版』宗像大社復興期成会、1979）

図一　本殿床下から出土した石製船形
（出典：竹内亮「続宗像沖ノ島雑記」『島』、1934）
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（
二
）
近
世
の
沖
津
宮
社
殿

沖
津
宮
社
殿
に
関
す
る
史
料
は
江
戸
時
代
に
初
め
て
確
認
で
き
る
。「
宗
像
家
文
書
」

に
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）「
沖
島
御
遷
宮
」（７
）と
あ
り
、
本
殿
造
営
後
の
遷
宮
祭
の
斎

行
が
知
ら
れ
、
正
保
元
年
以
前
に
本
殿
が
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、

社
殿
が
い
つ
頃
ま
で
遡
り
う
る
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。

沖
津
宮
社
殿
の
絵
図
史
料
と
し
て
は
、
十
七
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
前
半
頃

成
立
の
「
沖
ノ
島
図
」（
図
二
）
が
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
絵
図
の
中
で
最
も
古

く
、
か
つ
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。「
沖
ノ
島
図
」
は
第
四
代
福
岡
藩
主
・
黒
田
綱
政

（
一
六
五
九
～
一
七
七
一
）
筆
と
さ
れ
る
。
綱
政
は
江
戸
で
狩
野
安
信
に
師
事
し
て
絵

画
を
学
び
、
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
に
福
岡
藩
主
に
な
る
と
、
神
社
の
再
興
と
共
に

自
筆
の
絵
画
を
領
内
の
神
社
に
数
多
く
奉
納
し
て
い
る
。
宗
像
神
社
と
綱
政
の
関
わ
り

と
し
て
は
、
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
に
辺
津
宮
に
自
筆
の
絵
馬
を
奉
納
し
た
こ
と

や（
８
）、
寛
永
八
（
一
七
一
一
）
年
五
月
に
綱
政
の
命
に
よ
り
沖
津
宮
本
殿
・
拝
殿
を
造

営
し
た
こ
と
が
記
録
に
残
る（
９
）。
ま
た
、
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
に
は
貝
原
益
軒

に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
が
藩
主
綱
政
へ
献
納
さ
れ
て
い
る（
10
）。「
沖

ノ
島
図
」
の
描
写
は
こ
の
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
の
沖
ノ
島
に
関
す
る
記
載
内
容
と
よ

く
合
致
し
、
写
実
性
の
高
い
描
写
と
い
え
る
。

「
沖
ノ
島
図
」
を
見
て
み
る
と
、
海
を
背
景
に
沖
ノ
島
と
小
屋
島
、
御
門
柱
の
岩
礁

を
一
幅
の
掛
軸
に
ま
と
め
た
絹
本
着
彩
画
で
あ
り
、
沖
津
宮
境
内
全
体
の
景
観
描
写
に

主
眼
を
お
い
た
構
成
で
あ
る
。
沖
ノ
島
は
一
ノ
岳
・
二
ノ
岳
・
三
ノ
岳
が
連
な
り
、
三

ノ
岳
に
は
石
英
斑
岩
が
露
頭
し
た
岩
肌
を
灰
白
色
に
描
く
。
海
岸
線
は
断
崖
絶
壁
で
、

正
面
の
入
江
が
唯
一
の
船
着
場
で
あ
り
、
小
舟
が
二
隻
描
か
れ
る
。
島
の
中
腹
に
沖
津

宮
本
殿
が
鎮
座
し
、
背
後
に
描
か
れ
た
巨
岩
が
目
を
惹
く
。
本
殿
前
面
に
は
拝
殿
、
右

傍
に
末
社
の
小
社
殿
が
三
棟
描
か
れ
、
参
道
を
下
っ
た
高
台
に
は
御
供
屋
と
末
社
、
海

岸
に
は
福
岡
藩
の
番
所
が
描
か
れ
る
。

本
殿
・
拝
殿
の
描
写
に
着
目
す
る
と
、
斜
投
影
図
式
に
描
か
れ
、
石
垣
で
造
成
さ
れ

た
敷
地
に
本
殿
・
拝
殿
が
直
線
上
に
並
ぶ
。
本
殿
は
三
間
社
、
切
妻
造
、
平
入
、
屋
根

に
千
木
が
上
り
、
周
囲
に
柵
列
が
巡
る
。
拝
殿
は
、
切
妻
造
、
妻
入
、
桁
行
二
間
・
梁

間
一
間
で
正
面
・
側
面
を
吹
き
放
し
に
描
く
。
本
殿
を
中
心
と
す
る
社
殿
配
置
は
ほ
ぼ

現
況
に
近
く
、
遅
く
と
も
江
戸
期
前
半
に
は
、
現
在
に
近
い
社
頭
が
整
っ
た
と
い
え
よ

う
。文

献
記
録
か
ら
社
殿
の
形
態
を
探
っ
て
み
る
と
、『
筑
前
国
風
土
記
』（
元
禄
十
六
年

［
一
七
〇
三
］）
に
は
、「
神
殿
方
九
尺
、
又
拝
殿
あ
り
」
と
あ
り
、
本
殿
の
規
模
に
つ

い
て
初
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
、
後
の
記
録
で
も
本
殿
は
「
方
九
尺
」
と
江
戸
時
代
を

通
じ
て
同
規
模
で
あ
る
。『
筑
前
国
續
風
土
記
拾
遺
』（
天
保
八
年
［
一
八
三
七
］
頃
）

に
は
「
神
殿
、
拝
殿
、
渡
殿
あ
り
」
と
記
さ
れ
、
本
殿
・
拝
殿
の
他
に
渡
殿
の
存
在
が

確
認
で
き
る
。
ま
た
、「
澳
津
宮
社
記
」（
天
明
四
年
［
一
七
八
四
］
以
降
）
に
は
、「
御

本
社
三
間
社
、
九
尺
四
面
、
杮
葺
、
千
木
・
堅
魚
木
、
箱
棟
上
る
」（11
）と
あ
り
、
三
間

社
の
本
殿
屋
根
は
柿
葺
で
箱
棟
を
あ
げ
、
千
木
・
堅
魚
木
の
棟
飾
を
の
せ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

本
殿
内
の
神
座
に
つ
い
て
は
、『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
「
御
神
を
田
心
姫
と
す
。

祭
る
所
の
神
座
の
列
左
の
ご
と
し
。
左
第
三
市
杵
島
姫
命　

中
第
一
田
心
姫
命　

右
第

二
湍
津
姫
命
」
と
あ
り
、
三
間
社
の
本
殿
内
で
は
主
祭
神
で
あ
る
田
心
姫
を
中
央
、
相

殿
神
と
し
て
両
脇
に
市
杵
島
姫
命
、
湍
津
姫
を
祀
っ
て
い
た
。
御
神
体
に
つ
い
て
は
、
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『
筑
陽
記
』（
宝
永
二
年
［
一
七
〇
五
］）
に
は
、「
神
体
岩
也
。
万
治
元
年
河
野
氏
何
某
、

金
銅
ノ
神
体
ヲ
造
立
」
と
あ
り
、
金
銅
製
の
神
像
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

江
戸
時
代
の
沖
ノ
島
で
注
目
し
た
い
点
は
、
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
よ
り
、
福

岡
藩
に
よ
っ
て
異
国
船
警
備
の
た
め
福
岡
藩
士
の
在
番
を
沖
ノ
島
に
配
置
し
た
こ
と
で

あ
る（
12
）。「
沖
嶋
詰
方
心
得
記
」（13
）に
よ
れ
ば
、「
一
、
御
殿
其
外
、
何
方
ニ
テ
モ
損
所

ハ
書
留
置
、
帰
リ
ノ
節
役
所
江
差
出
致
候
」、「
一
、
御
殿
初
、
掃
□
（
除
）
ハ
御
加
子

申
合
可
致
候
事
」と
あ
り
、沖
ノ
島
在
番
中
に
は
、遠
見
番
と
し
て
の
勤
め
だ
け
で
な
く
、

社
殿
の
破
損
状
況
の
点
検
や
境
内
の
清
掃
等
の
境
内
の
維
持
管
理
の
役
目
を
担
っ
て
い

た
。
沖
ノ
島
で
は
、
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
の
宗
像
大
宮
司
家
の
滅
亡
後
、
そ
の

家
臣
で
あ
っ
た
一
ノ
甲
斐
河
野
家
が
社
家
と
し
て
沖
津
宮
の
神
事
を
担
っ
て
い
た
が
、

沖
ノ
島
へ
は
年
二
回
渡
島
し
て
神
事
を
す
る
の
み
で
、
日
常
は
居
住
す
る
大
島
で
沖
津

宮
の
祭
祀
を
行
っ
て
い
た（
14
）。
沖
津
宮
本
殿
は
森
に
覆
わ
れ
た
湿
気
の
多
い
立
地
で
あ

り
、
木
造
社
殿
の
定
期
的
な
維
持
補
修
は
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
無
人
で
あ
っ
た

沖
ノ
島
に
福
岡
藩
士
が
常
駐
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
恒
常
的
に
社
殿
を
維
持
管
理
す
る

体
制
が
備
わ
っ
た
と
い
え
、
沖
津
宮
に
お
け
る
社
殿
殿
造
営
の
画
期
の
一
つ
と
捉
え
た

い
。

図二　�「沖ノ島図」、17世紀後半〜18世紀前半、黒田綱
政筆、福岡市博物館所蔵
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（
三
）
近
代
の
沖
津
宮
社
殿

江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
宗
像
神
社
の
造
営
は
福
岡
藩
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
が
、
明

治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
太
政
官
布
告
に
よ
り
神
社
は
国
家
管
理
と
さ
れ
、
内
務
省
神

社
局
が
官
国
弊
社
の
営
繕
を
管
轄
し
た
。
宗
像
神
社
は
、
明
治
四
年
に
国
幣
中
社
、
明

治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に
官
幣
中
社
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
に
は
官
幣
大

社
へ
昇
格
し
た
。
ま
た
明
治
四
年
以
降
、
辺
津
宮
か
ら
神
官
が
百
日
交
代
で
沖
ノ
島
に

常
時
滞
在
し
て
奉
仕
す
る
こ
と
に
な
っ
た（
15
）。

明
治
期
の
社
殿
に
つ
い
て
は
「
宗
像
神
社
明
細
帳
」（
以
下
、「
明
細
帳
」）
か
ら
詳

細
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
。「
明
細
帳
」
に
は
、
神
社
創
立
の
由
来
、
祭
神
、
祭
式
と

共
に
、
社
殿
に
つ
い
て
創
建
年
代
や
形
式
に
つ
い
て
図
面
（
図
三
）
を
添
え
て
記
す
。

本
殿
は
、
霧
囲
付
の
三
間
社
流
造
（
梁
間
七
尺
八
寸
、
桁
行
一
丈
二
尺
六
寸
）
で
亀

腹
基
壇
上
に
建
つ
。
背
面
を
除
く
三
面
に
切
目
縁
が
廻
り
、
正
面
に
向
拝
、
木
階
五
級

が
付
き
、
正
面
中
央
間
に
両
開
板
唐
戸
が
入
る
。
身
舎
は
前
後
を
内
外
陣
に
二
分
し
、

さ
ら
に
内
陣
を
三
分
割
す
る
。
天
井
は
内
外
陣
と
も
竿
縁
天
井
で
、
屋
根
は
栃
葺
、
箱

棟
に
千
木
二
組
、
勝
男
木
四
組
が
乗
る
。
た
だ
し
「
明
細
図
書
」
で
は
、「
前
左
右
後

両
妻
共
欄
干
付
」
と
四
面
に
欄
干
付
の
縁
が
廻
る
記
載
が
あ
り
、
平
面
図
と
一
部
齟
齬

が
み
え
る
。

渡
殿
は
、
梁
間
一
間
（
七
尺
）、
桁
行
一
間
（
六
尺
三
寸
）、
両
下
造
、
板
葺
で
あ
る
。

柱
間
は
正
面
・
背
面
を
開
放
し
、
渡
殿
を
介
し
て
本
殿
・
拝
殿
を
繋
ぐ
。
両
側
面
は
縦

板
張
と
し
て
片
引
戸
を
入
れ
る
。
床
は
全
て
板
張
り
で
あ
る
。

拝
殿
は
、
梁
間
三
間
（
一
丈
二
寸
）、
桁
行
二
間
（
一
丈
三
尺
五
寸
）、
切
妻
造
、
妻

入
、
板
葺
と
し
、
正
面
に
持
送
付
の
庇
を
張
り
出
す
。
柱
間
装
置
は
、
正
面
中
央
間
を

開
放
、
両
側
面
を
腰
竪
板
壁
で
戸
袋
が
つ
く
。
床
は
全
て
板
張
り
で
、
妻
飾
り
は
扠
首

組
と
す
る
。

こ
れ
ら
社
殿
の
建
立
年
代
に
つ
い
て
「
明
細
帳
」
に
は
、「
創
築
年
度
及
由
緒
不
詳

破
損
ノ
際
ハ
其
都
度
旧
藩
主
黒
田
家
ヨ
リ
修
繕
有
リ
ト
雖
年
月
不
詳
明
治
二
年
度
同
家

ヨ
リ
改
造
同
十
六
年
七
月
官
費
家
根
葺
替
」
と
あ
る
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
の
黒

田
家
に
よ
る
改
造
が
、
再
建
な
の
か
修
理
な
の
か
判
然
と
し
な
い
が
、「
明
細
帳
」
に

記
載
さ
れ
た
社
殿
を
維
持
修
理
し
な
が
ら
昭
和
七
年
の
再
建
ま
で
使
用
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
（
写
真
二
）。

そ
の
後
の
修
理
は
、
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
に
本
殿
・
渡
殿
・
拝
殿
の
屋
根

葺
替
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
に
本
殿
修
理
、
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）

に
本
殿
・
渡
殿
・
拝
殿
の
屋
根
葺
替
と
拝
殿
に
神
饌
準
備
所
が
付
加
さ
れ
、
大
正
二

年
（
一
九
一
三
）
に
本
殿
・
渡
殿
・
拝
殿
の
修
理
と
屋
根
葺
替
え
が
記
録
と
し
て
確
認

さ
れ
る（
16
）。
な
お
現
地
調
査
時
に
、
明
治
十
六
年
修
理
棟
札（
17
）
と
大
正
二
年
修
理
棟�

札（
18
）が
、
沖
津
宮
本
殿
内
の
物
置
で
確
認
さ
れ
た
。
明
治
十
六
年
の
修
理
棟
札
に
は
、

福
岡
県
「
土
木
課
土
木
担
任
戸
畑
惣
三
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
国
が
管
轄
す
る
国
弊
社

で
あ
っ
て
も
、
実
際
に
は
福
岡
県
に
属
す
る
技
術
者
に
よ
っ
て
営
繕
事
業
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

66



図三　「國幣中社宗像神社沖津宮明細帳（右：本殿、中：幣殿、左：拝殿）、明治４年〜明治18年、福岡県所蔵

写真二　沖津宮の旧本殿・拝殿（昭和５年５月10日内務省神社局撮影、宗像大社所蔵）

67



二
．
現
在
の
沖
津
宮
社
殿

（
一
）
造
営
経
緯

昭
和
初
期
の
宗
像
神
社
は
、『
古
事
記
』、『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
る
天
照
大
神
の

神
勅
「
奉
助
天
孫
而
為
天
孫
所
祭
」
の
由
緒
を
も
と
に
、
勅
祭
社
御
加
列
の
請
願
運
動

を
展
開
し
て
い
た
。
そ
の
運
動
に
併
せ
て
勅
祭
社
の
社
格
に
相
応
し
い
往
時
の
姿
を
取

り
戻
す
べ
く
、
荒
廃
し
た
境
内
の
復
興
計
画
を
進
め
て
い
た（
19
）。
昭
和
六
年
三
月
五
日

に
宗
像
神
社
宮
司
幡
掛
正
木
よ
り
内
務
大
臣
安
達
謙
蔵
宛
に
提
出
し
た
「
沖
津
宮
神
殿

並
ニ
拝
殿
改
築
願
」
及
び
「
官
国
弊
社
各
社
共
通
金
下
附
願
」
草
稿（
20
）に
は
、
沖
津
宮

社
殿
の
状
況
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

　
「
沖
津
宮
神
殿
並
ニ
拝
殿
ハ
慶
長
年
間
藩
主
ノ
造
営
ナ
ル
モ
鬱
蒼
タ
ル
森
林
中
ニ

在
リ
テ
常
ニ
湿
潤
ノ
タ
メ
柱
、
土
台
、
板
張
リ
家
根
等
ノ
腐
朽
甚
シ
ク
最
早
ヤ
姑
息

ナ
ル
修
繕
ニ
テ
ハ
到
底
維
持
出
来
ズ
根
本
的
ニ
改
築
ノ
止
ム
無
キ
実
状
ト
相
成
リ
尚

又
御
神
座
ヲ
始
メ
御
殿
内
ノ
御
調
度
モ
粗
雑
ヲ
極
メ
全
ク
村
社
ニ
モ
比
ス
可
カ
ラ
ザ

ル
状
態
ニ
テ
洵
ニ
神
明
ニ
對
シ
奉
リ
恐
懼
ニ
堪
へ
ザ
ル
次
第
ニ
御
座
候
」

宗
像
神
社
は
内
務
省
に
対
し
、
沖
津
宮
の
本
殿
・
拝
殿
の
朽
損
を
訴
え
、
部
分
的
な

修
理
で
は
な
く
本
殿
・
拝
殿
の
再
建
と
御
神
座
調
度
品
の
新
調
に
関
す
る
許
可
と
巨
額

な
造
営
費
用
に
対
す
る
国
庫
補
助
を
申
請
し
た
。
そ
の
後
の
建
設
経
緯
は
、
昭
和
七
年

八
月
七
日
に
工
事
監
督
の
三
條
栄
三
郎
に
よ
り
記
さ
れ
た
「
工
事
報
告
」（21
）か
ら
知
る

こ
と
が
で
き
る
。

昭
和
六
年
十
月
五
日
、
内
務
省
よ
り
沖
津
宮
本
殿
・
拝
殿
・
幣
殿
・
神
饌
所
の
改
築

許
可
を
得
て
、
昭
和
六
年
十
月
三
十
日
、
仮
遷
座
祭
を
執
行
し
て
御
神
霊
を
本
殿
か
ら

仮
殿
へ
移
し
た
後
、
福
岡
県
の
直
営
で
造
営
工
事
が
始
ま
っ
た
。「
工
事
報
告
」
に
は
、

「
本
工
事
中
最
憂
慮
シ
タ
ル
ハ
海
上
及
参
道
運
搬
ト
狭
隘
ナ
ル
社
地
ニ
納
マ
リ
ヨ
ク
建

設
出
来
ル
カ
ノ
二
点
ナ
リ
」
と
あ
り
、
九
州
本
土
か
ら
六
十
㎞
離
れ
た
沖
ノ
島
へ
の
材

料
運
搬
や
狭
隘
な
敷
地
で
の
施
工
に
苦
心
し
た
よ
う
だ
。
木
材
は
、
当
時
国
産
の
大
径

材
が
不
足
し
て
い
た
た
め
台
湾
檜
が
使
用
さ
れ
、
現
場
施
工
前
に
辺
津
宮
境
内
に
設
け

た
作
業
場
で
出
来
る
限
り
材
料
を
加
工
し
、
沖
ノ
島
へ
運
搬
後
、
現
地
で
組
み
立
て
ら

れ
た
。
特
に
木
材
の
運
搬
に
は
地
元
氏
子
の
勤
労
奉
仕
に
よ
る
も
の
が
大
き
く
、
昭
和

六
年
十
一
月
十
七
日
に
神
湊
に
到
着
し
た
木
材
は
、
神
湊
町
民
に
よ
っ
て
荷
揚
げ
さ

れ
、
木
材
の
乾
燥
と
加
工
の
た
め
辺
津
宮
の
作
業
場
ま
で
運
搬
さ
れ
た
。
昭
和
七
年
一

月
二
十
六
日
に
御
用
材
加
工
初
め
を
祝
う
釿
始
祭
執
行
が
執
り
行
わ
れ
、
木
材
の
切
組

作
業
完
了
後
、五
月
二
日
に
田
島
青
年
団
奉
仕
に
よ
っ
て
再
び
神
湊
ま
で
材
料
が
運
搬
・

船
積
さ
れ
た
。
沖
ノ
島
へ
の
材
料
運
搬
の
際
に
は
、
大
島
の
漁
師
組
織
で
あ
る
「
沖
ノ

島
仲
間
」（22
）の
協
力
の
も
と
、
漁
船
で
沖
ノ
島
へ
運
ば
れ
た
。

沖
ノ
島
で
の
現
場
工
事
は
工
期
一
ヶ
月
余
と
順
調
に
進
ん
だ
よ
う
で
、
昭
和
七
年
五

月
十
六
日
立
柱
祭
、
五
月
二
十
一
日
上
棟
祭
が
執
り
行
わ
れ
、
六
月
二
十
五
日
に
竣
工

し
た
。
本
殿
の
竣
工
後
に
は
、
殿
内
の
御
神
座
や
調
度
品
を
新
調
し
た
後
、
八
月
六
日

に
沖
津
宮
正
遷
座
祭
を
執
行
し
て
御
神
霊
を
仮
殿
か
ら
新
築
さ
れ
た
本
殿
へ
移
し
、
翌

八
月
七
日
に
沖
津
宮
遷
座
奉
祝
大
祭
を
沖
津
宮
遙
拝
所
に
て
執
行
し
た
。

建
設
総
費
用
は
、
社
殿
改
築
工
費
一
万
二
千
九
三
円
三
三
銭
、
殿
内
調
度
工
費

八
五
〇
円
と
な
り
、
内
務
省
の
各
社
共
通
金
一
万
二
百
十
七
円
、
宮
内
省
御
下
賜
金
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五
百
円
、
氏
子
や
崇
敬
者
か
ら
の
寄
附
金
二
千
百
五
十
六
円
四
十
八
銭
が
そ
の
費
用
に

当
て
ら
れ
た（
23
）。

そ
の
後
は
昭
和
二
十
九
年
と
昭
和
三
十
九
年
に
屋
根
の
葺
替
え
修
理
が
行
わ
れ
、
昭

和
三
十
九
年
の
修
理
の
際
に
檜
皮
葺
か
ら
銅
板
葺
へ
と
変
更
さ
れ
、
現
在
に
至
る
。

（
二
）
建
築
家
と
大
工

「
工
事
報
告
」
よ
り
、
沖
津
宮
社
殿
の
造
営
に
関
わ
っ
た
建
築
技
術
者
が
新
た
に
判

明
し
た
。
建
築
家
は
内
務
省
技
師
・
角
南
隆
と
元
福
岡
県
土
木
課
技
師
・
三
條
栄
三
郎
、

大
工
棟
梁
は
地
元
宗
像
郡
の
宮
大
工
・
荻
原
亀
吉
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
三
名
の
足

跡
と
宗
像
神
社
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
中
心
に
述
べ
た
い
。

角
南
隆（
24
）（
一
八
八
七
〜
一
九
八
〇
）
は
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
岡
山
県
に

生
ま
れ
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
東
京
帝
国
大
学
工
学
部
建
築
学
科
を
卒
業
後
、
明

治
神
宮
造
営
局
に
入
り
創
建
時
の
社
殿
設
計
に
関
わ
る
。
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
よ

り
内
務
省
神
社
局
技
師
と
な
り
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
に
造
営
課
長
を
務
め
た
。

角
南
は
内
務
省
の
技
術
官
僚
と
し
て
大
正
か
ら
昭
和
戦
前
期
の
神
社
営
繕
事
業
の
指
導

的
立
場
に
あ
り
、
神
社
に
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
建
築
思
想
を
と
り
入
れ
社
殿
の
設
計
手
法
を

構
築
し
直
し
た
建
築
家
で
あ
り
、
近
代
の
神
社
建
築
史
上
重
要
人
物
の
一
人
に
位
置
付

け
ら
れ
る（
25
）。角
南
と
宗
像
神
社
の
関
係
は
深
く
、宗
像
神
社
宮
司
・
幡
掛
正
木
か
ら「
宗

像
神
社
復
興
計
画
案
」
策
定
の
協
力
要
請
を
受
け
、
角
南
は
昭
和
五
年
五
月
三
日
か
ら

沖
ノ
島
へ
渡
っ
て
一
週
間
参
籠
し
た
後
、
辺
津
宮
に
お
い
て
沖
津
宮
社
殿
改
築
案
の
略

図
を
幡
掛
宮
司
に
提
示
し
た（
26
）。
な
お
、
宗
像
大
社
に
は
、
角
南
が
沖
ノ
島
滞
在
中
に

撮
映
し
た
と
思
わ
れ
る
沖
津
宮
社
殿
の
古
写
真
（
写
真
二
）
が
残
さ
れ
て
い
る（
27
）。
そ

の
後
も
角
南
は
、
昭
和
二
十
七
年
に
宗
像
神
社
史
編
纂
委
員
会
の
顧
問
に
就
任
し
、『
宗

像
神
社
史
』（
上
巻
は
昭
和
三
六
年
、下
巻
は
昭
和
四
十
一
年
に
刊
行
）の
編
纂
に
関
わ
っ

て
い
る
。

た
だ
し
、
角
南
自
身
が
沖
津
宮
社
殿
の
設
計
に
ど
こ
ま
で
関
与
し
た
の
か
判
然
と
し

な
い
。
内
務
省
神
社
局
は
約
二
百
社
余
あ
る
官
国
弊
社
の
営
繕
事
業
を
数
多
く
抱
え
て

お
り
、
角
南
自
ら
が
細
部
ま
で
設
計
し
た
例
は
少
な
い
と
さ
れ
る（
28
）。「
工
事
報
告
」

に
も
「
内
務
省
主
任
技
師
角
南
隆
氏
ノ
設
計
ヲ
基
準
ト
シ
」
と
あ
り
、
角
南
の
他
に
設

計
に
参
画
し
た
人
物
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
「
工
事
監
督　

三
條

栄
三
郎
」
で
あ
る
。

三
條
栄
三
郎（
29
）（
一
八
七
六
〜
一
九
三
五
）
は
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
山
形
県

に
生
ま
れ
、
中
学
時
代
に
は
四
年
先
輩
の
伊
東
忠
太
（
後
に
建
築
史
家
、
東
京
大
学
教

授
と
な
る
）
と
親
睦
を
結
ん
だ
。
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
に
蔵
前
東
京
高
等
工

業
学
校
（
現
東
京
工
業
大
学
）
教
員
養
成
所
を
卒
業
し
、
仙
台
工
業
学
校
、
熊
本
県
立

工
業
学
校
、
福
岡
県
立
工
業
学
校
の
教
員
を
歴
任
し
、
建
築
技
術
者
を
育
成
し
た
。
そ

の
後
、
佐
賀
県
建
築
技
師
を
経
て
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
福
岡
県
土
木
課

建
築
技
師
と
な
り
、
多
く
の
公
共
建
築
の
設
計
・
監
理
に
従
事
し
た
。
主
な
建
築
作
品

は
、
フ
レ
ン
チ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
を
基
調
と
し
た
旧
福
岡
県
公
会
堂
貴
賓
館
（
明
治

四
十
三
年
、
重
要
文
化
財
）
や
大
正
時
代
の
新
流
行
で
あ
る
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
入

れ
た
旧
福
岡
県
庁
舎
（
大
正
四
年
、
現
存
せ
ず
）
等
の
多
く
の
官
庁
建
築
が
あ
り
、
各

種
様
式
を
巧
み
に
ま
と
め
上
げ
る
建
築
家
と
し
て
の
確
か
な
力
量
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
、
三
條
は
福
岡
県
庁
在
職
時
よ
り
内
務
省
地
方
技
師
も
併
任
し
て
お
り
、
筥
崎
宮
廻

廊
の
新
築
（
大
正
三
〜
六
年
）、
大
宰
府
天
満
宮
楼
門
の
修
復
（
大
正
初
）、
宮
地
嶽
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神
社
総
合
計
画
（
大
正
七
年
）
な
ど
、
福
岡
県
内
の
神
社
建
築
の
設
計
や
造
営
計
画

を
策
定
す
る
等
、
福
岡
県
内
の
社
殿
造
営
に
も
従
事
し
た
。
そ
の
後
、
大
正
十
二
年

（
一
九
一
三
）
よ
り
長
野
県
庁
に
転
出
し
営
繕
課
長
を
務
め
る
が
、
病
の
た
め
昭
和
四

年
に
福
岡
に
戻
り
、
昭
和
十
年
に
急
逝
す
る
ま
で
に
福
岡
県
庁
・
大
分
県
庁
・
長
崎
県

庁
の
嘱
託
と
し
て
社
寺
建
築
の
修
復
や
特
別
保
護
建
造
物
指
定
の
申
請
な
ど
に
携
わ
っ

た
。
三
條
は
、
内
務
省
地
方
技
師
の
頃
よ
り
同
郷
の
伊
藤
忠
太
、
関
野
貞
、
角
南
隆
ら

と
親
交
を
結
び
、
古
建
築
の
歴
史
研
究
や
修
復
を
手
が
け
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て

社
寺
建
築
の
知
識
を
習
得
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。

沖
津
宮
社
殿
の
造
営
に
関
し
て
は
、
昭
和
六
年
十
月
十
七
日
に
は
宗
像
神
社
宮
司
・

幡
掛
正
木
か
ら
福
岡
県
知
事
・
川
淵
洽
馬
へ
当
時
福
岡
県
嘱
託
で
あ
っ
た
三
條
の
沖
津

宮
改
築
工
事
監
督
の
就
任
依
頼
が
提
出
さ
れ
た（
30
）。
三
條
は
、「
工
事
報
告
」
の
草
稿

段
階
で
は
「
角
南
隆
氏
ノ
指
導
ト
計
画
ヲ
基
準
ト
シ
」
と
記
し
て
お
り（
31
）、
角
南
の
指

導
の
も
と
、
実
務
経
験
に
長
け
た
三
條
が
施
工
管
理
と
共
に
実
施
設
計
に
深
く
関
与
し

た
と
思
わ
れ
る
。

荻
原
亀
吉（
32
）（
一
八
七
八
〜
一
九
三
八
）
は
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
宗
像
郡

勝
浦
村
に
生
ま
れ
、
朝
倉
郡
秋
月
の
大
工
棟
梁
で
あ
る
八
尋
氏
の
下
で
修
行
後
、
地

元
の
宗
像
郡
津
屋
崎
に
て
大
工
棟
梁
と
し
て
独
立
し
た
。
荻
原
亀
吉
が
携
わ
っ
た
建
築

と
し
て
、
筥
崎
宮
廻
廊
（
福
岡
市
箱
崎
、
大
正
三
〜
六
年
）、
年
毛
神
社
本
殿
・
拝
殿�

（
宗
像
郡
勝
浦
、
大
正
十
五
年
）、
豊
山
神
社
（
宗
像
郡
勝
浦
、
昭
和
十
二
年
）
等
が
あ

る（
33
）。
ま
た
、
昭
和
七
年
の
沖
津
宮
造
営
時
に
は
、
大
工
棟
梁
と
し
て
辺
津
宮
作
業
場

で
の
材
料
の
墨
付
け
・
切
組
か
ら
、
沖
ノ
島
で
の
現
場
施
工
ま
で
腕
を
振
る
っ
た
。
そ

の
後
も
、
昭
和
八
年
の
沖
津
宮
遥
拝
所
造
営
時
も
大
工
棟
梁
を
担
い（
34
）、
昭
和
十
年
に

は
角
南
隆
や
宗
像
神
社
関
係
者
ら
と
宗
像
神
社
の
復
興
計
画
等
の
協
議
に
参
加
す
る
な

ど（
35
）、
昭
和
初
期
の
宗
像
神
社
の
造
営
に
数
多
く
関
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
。

な
お
、「
宗
像
大
社
造
営
史
料
」
に
は
、
昭
和
七
年
の
沖
津
宮
造
営
時
の
大
工
と
し

て
荻
原
亀
吉
と
共
に
「
小
山
冨
次
郎
」
の
名
前
が
見
え
る（
36
）。
小
山
家
は
箱
崎
で
代
々

続
く
屋
根
大
工
の
家
系
（
現 

小
山
社
寺
工
業
所
）
で
あ
り
、
昭
和
二
十
九
年
の
中
津

宮
の
修
理
棟
札
に
「
家
根
屋　

福
岡
市
箱
崎　

小
山
富
次
郎
」（37
）と
あ
り
、
沖
津
宮
造

営
時
に
も
屋
根
葺
を
担
当
し
た
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
木
材
に
使
用
し
た
台
湾
檜
の
調
達
者
に
つ
い
て
付
け
加
え
た
い
。「
工
事
報

告
」
草
稿
に
は
、「
木
材
ハ
葦
津
耕
次
郎
氏
の
斡
旋
ニ
係
ル
台
湾
檜
ノ
優
良
材
ヲ
特
ニ

撰
買
」
と
あ
る
。
葦
津
耕
次
郎（
38
）（
一
八
七
八
〜
一
九
四
〇
）
は
筥
崎
宮
の
社
家
の
家

に
生
ま
れ
、
神
道
思
想
家
と
し
て
の
活
動
と
共
に
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
よ
り
民

間
の
建
築
事
務
所
で
あ
る
社
寺
工
務
所
を
設
立
し
、
当
時
枯
渇
し
て
い
た
国
産
檜
の
代

替
材
と
し
て
台
湾
檜
を
大
量
に
輸
入
し
、
全
国
の
社
寺
建
設
を
手
が
け
て
い
た
。
特
に

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
か
ら
昭
和
三
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
筥
崎
宮
の
拝
殿
・
楼

門
の
修
復
や
廻
廊
新
築
等
の
造
営
時
に
は
、
自
ら
台
湾
へ
赴
い
て
朝
鮮
総
督
府
の
案
内

の
も
と
檜
材
を
視
察
・
購
入
し
、
日
本
海
軍
の
特
務
艦
「
野
島
」
に
よ
っ
て
筥
崎
宮
ま

で
廻
送
し
た
。
こ
の
筥
崎
宮
廻
廊
造
営
に
は
、
角
南
隆
と
三
條
栄
三
郎
が
設
計
者
、
荻

原
亀
吉
が
大
工
と
し
て
参
加
し
て
お
り
、
筥
崎
宮
造
営
時
の
建
築
技
術
者
や
材
木
の
調

達
経
路
が
、
宗
像
神
社
の
造
営
へ
引
き
継
が
れ
た
と
す
れ
ば
興
味
深
い
。
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（
三
）
社
殿
形
式

現
地
調
査
を
も
と
に
現
在
の
沖
津
宮
社
殿
の
建
築
形
式
を
概
観
し
た
い（
図
四
・
五
）。

沖
津
宮
社
殿
が
建
つ
敷
地
は
、
巨
岩
に
挟
ま
れ
た
狭
い
土
地
で
、
斜
面
を
削
っ
て
雛
壇

状
に
三
段
に
造
成
し
、沖
ノ
島
の
自
然
石
を
用
い
た
石
積
で
法
面
を
固
め
る
。
社
殿
は
、

後
段
か
ら
本
殿
・
幣
殿
・
拝
殿
が
中
軸
線
を
揃
え
て
西
南
面
し
て
建
つ
。
本
殿
・
幣
殿

部
分
は
岩
盤
上
に
、
拝
殿
部
分
は
石
垣
で
造
成
さ
れ
た
地
盤
上
に
位
置
す
る
。
社
殿
前

面
に
は
深
さ
約
一
・
七
ｍ
の
空
堀
が
あ
り
、
石
橋
を
掛
け
て
参
道
か
ら
社
殿
へ
渡
す
。

本
殿
南
に
は
、
天
照
大
神
を
御
祭
神
と
す
る
末
社
大
神
宮
が
北
面
し
て
建
つ
。

本
殿
は
三
間
社
流
造
で
、
桁
行
三
間
・
梁
間
二
間
の
身
舎
に
一
間
通
り
の
庇
を
四
面

に
廻
し
、
正
面
に
桁
行
三
間
の
向
拝
が
つ
く
。
こ
の
庇
下
の
空
間
を
身
舎
柱
と
庇
柱
を

梁
で
繋
い
で
構
造
上
一
体
化
し
、室
内
に
取
り
込
む
。正
面
に
は
登
り
高
欄
付
木
階
五
級
、

そ
の
両
脇
に
勾
欄
付
の
切
目
縁
が
つ
く
。

身
舎
は
亀
腹
基
壇
上
に
丸
柱
を
建
て
、
軸
部
を
足
固
貫
と
頭
貫
で
固
め
、
地
長
押
、

切
目
長
押
、内
法
長
押
を
廻
す
。
組
物
は
平
側
に
大
斗
肘
木
、妻
側
に
平
三
斗
を
の
せ
る
。

庇
は
自
然
石
礎
石
に
面
取
り
角
柱
を
立
て
、
足
固
貫
、
内
法
貫
、
頭
貫
で
固
め
、
組
物

は
舟
肘
木
を
載
せ
る
。

内
部
は
、
身
舎
を
内
外
陣
に
二
分
し
、
さ
ら
に
内
陣
を
間
口
一
間
の
小
部
屋
に
三
分

割
し
て
個
別
に
板
扉
を
設
け
、
宗
像
三
女
神
の
御
神
体
を
奉
安
す
る
。
内
外
陣
と
も
拭

板
張
で
、
外
陣
の
正
面
柱
間
に
両
開
き
板
唐
戸
、
左
側
面
に
掃
除
口
と
し
て
片
開
板
戸

が
入
る
。
庇
下
の
空
間
は
、
外
陣
へ
の
通
路
と
物
置
と
し
て
利
用
す
る
。

軒
は
二
重
繁
垂
木
、
妻
飾
は
豕
扠
首
組
と
し
、
切
懸
魚
が
付
く
。
正
面
を
除
く
三
面

に
腰
庇
を
廻
し
、
大
斗
肘
木
で
支
え
る
。
屋
根
は
、
銅
板
葺
、
箱
棟
を
上
げ
、
千
木
二
組
、

勝
男
木
が
三
組
乗
る
。
箱
棟
と
鬼
板
に
は
、
宗
像
大
社
神
紋
で
あ
る
楢
の
葉
紋
の
飾
金

具
が
付
く
。
な
お
、「
官
幣
大
社
宗
像
神
社
沖
津
宮
殿
内
装
飾
設
計
図　

神
座
ノ
部
」（39
）

に
よ
る
と
、宗
像
三
女
神
の
各
御
神
座
に
は
、御
室
を
置
い
て
、御
厚
畳
と
御
茵
を
敷
き
、

扉
に
御
幌
、
簾
を
下
ろ
し
、
内
外
陣
に
は
壁
代
な
ど
の
調
度
品
を
備
え
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

本
殿
前
に
は
、
幣
殿
・
拝
殿
・
神
饌
所
の
機
能
を
一
棟
に
納
め
た
複
合
式
の
社
殿
が

建
つ
。
そ
の
形
式
は
、
切
妻
造
、
妻
入
、
梁
間
三
間
・
桁
行
五
間
の
縦
長
平
面
で
、
前

三
間
を
拝
殿
、
奥
二
間
を
幣
殿
と
し
、
左
側
面
に
切
妻
造
、
一
間
四
方
の
神
饌
準
備
所

が
張
り
出
す
。

軸
部
は
、
自
然
石
の
礎
石
上
に
面
取
り
角
柱
を
立
て
、
内
法
貫
、
頭
貫
で
固
め
、
腰

長
押
、内
法
長
押
を
廻
す
。
ま
た
本
殿
の
向
拝
柱
と
幣
殿
の
側
柱
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

本
殿
と
内
部
空
間
を
連
続
さ
せ
る
。
柱
間
は
、
正
面
中
央
間
を
両
引
き
格
子
戸
、
柱
間

を
狭
く
し
た
両
脇
間
を
格
子
壁
と
し
、
右
側
面
を
腰
板
壁
・
雨
戸
付
、
左
側
面
を
引
き

違
い
板
戸
と
し
、
幣
殿
は
正
面
・
背
面
の
中
央
間
を
吹
き
放
し
と
す
る
。
架
構
は
、
柱

頭
に
舟
肘
木
を
置
い
て
桁
を
受
け
、
梁
を
渡
し
て
成
の
高
い
板
蟇
股
を
置
き
棟
木
を
支

え
る
。
こ
の
板
蟇
股
は
、
辺
津
宮
拝
殿
を
思
わ
せ
る
復
古
的
な
意
匠
で
あ
る
。

軒
は
一
重
疎
垂
木
、
妻
飾
は
豕
扠
首
組
と
し
、
屋
根
は
銅
板
葺
で
正
面
に
庇
が
付
き
、

箱
棟
を
上
げ
、
菊
の
御
紋
の
飾
金
具
が
付
い
た
鬼
板
と
鳥
衾
が
つ
く
、。
内
部
空
間
に

つ
い
て
、
拝
殿
は
床
を
拭
板
張
と
し
、
天
井
を
張
ら
ず
に
化
粧
屋
根
裏
と
し
て
架
構
を

見
せ
、
妻
壁
に
掲
げ
た
神
勅
扁
額
へ
視
線
を
促
す
。
幣
殿
は
天
井
を
竿
縁
天
井
と
し
、

板
張
の
床
面
を
拝
殿
よ
り
一
段
高
く
あ
げ
て
格
式
の
差
を
示
す
。
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（
四
）
新
様
式
「
沖
津
宮
造
リ
」

「
官
幣
大
社
宗
像
神
社
沖
津
宮
社
殿
改
築
工
事
設
計
書
」（40
）（
以
下
、「
設
計
書
」）
に

は
「
様
式　

沖
津
宮
造
リ
」
と
い
う
新
た
な
様
式
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
沖
津
宮
に
相

応
し
い
新
た
な
造
形
を
創
り
出
そ
う
と
い
う
意
識
が
表
れ
て
い
る
。

神
社
は
、
御
神
体
が
人
の
目
に
触
れ
る
こ
と
が
な
い
た
め
、
神
の
存
在
や
神
聖
さ
は

本
殿
の
外
観
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
。
沖
津
宮
社
殿
は
総
檜
普
請
の
素
木
造
で
装
飾
を

抑
え
た
清
浄
さ
の
あ
る
意
匠
で
あ
る
。
そ
の
一
方
、
造
形
上
の
力
点
は
本
殿
を
見
上
げ

た
視
線
の
先
に
あ
る
巨
岩
と
屋
根
の
構
成
に
集
約
さ
れ
る
。
巨
岩
に
挟
ま
れ
た
狭
隘
な

敷
地
に
対
し
て
、
前
身
本
殿
で
は
巨
岩
の
岩
影
に
本
殿
全
体
を
納
め
て
い
た
が
、
現
在

の
本
殿
は
三
間
社
流
造
の
形
式
を
踏
襲
し
つ
つ
も
、
屋
根
勾
配
を
き
つ
く
し
て
棟
高
を

上
げ
、屋
根
を
巨
岩
の
岩
肌
に
密
着
さ
せ
て
建
て
て
い
る
。
神
の
依
り
代
と
さ
れ
る「
磐

座
」
の
巨
岩
と
流
造
の
屋
根
が
一
体
と
な
っ
た
力
強
い
意
匠
で
あ
り
、
垂
直
方
向
に
プ

ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
強
調
す
る
こ
と
で
神
の
御
座
所
で
あ
る
本
殿
の
崇
高
さ
を
演
出
す

る
。
屋
根
上
の
千
木
・
堅
魚
木
は
前
身
社
殿
よ
り
大
き
く
な
り
、
巨
岩
と
の
取
り
合
い

に
よ
っ
て
左
右
対
称
の
配
置
を
意
図
的
に
崩
し
て
お
り
、
巨
岩
と
社
殿
、
両
者
の
関
係

を
表
現
す
る
手
法
と
し
て
、小
さ
な
操
作
で
あ
り
な
が
ら
そ
の
視
覚
的
効
果
は
大
き
い
。

ま
た
、
現
在
の
本
殿
は
、
桁
行
三
間
・
梁
間
二
間
の
身
舎
の
四
面
に
庇
が
廻
る
三
間

四
面
の
「
両
流
造
」
の
平
面
で
あ
る
が
、
庇
空
間
を
室
内
に
取
り
込
み
本
殿
全
体
の
規

模
を
大
き
く
す
る
こ
と
で
荘
厳
化
を
図
っ
て
い
る
。

「
設
計
書
」
に
は
「
神
殿
妻
流
レ
造
リ
幣
殿
拜
殿
及
神
饌
準
備
所
共
総
体
ヲ
一
棟
ト

ナ
シ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
本
殿
・
幣
殿
・
拝
殿
・
神
饌
準
備
所
の
各
施
設
を
一
棟
に
ま

と
め
上
げ
て
内
部
空
間
を
一
体
化
さ
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
社
殿
の
複
合
化
の
手
法
は
、

昭
和
戦
前
期
の
角
南
隆
を
中
心
と
す
る
内
務
省
神
社
局
の
営
繕
組
織
の
設
計
の
特
徴
で

あ
り
、
屋
根
を
つ
な
げ
て
雨
仕
舞
や
日
常
の
祭
祀
奉
仕
の
便
に
配
慮
し
て
、
神
職
の
動

作
空
間
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
連
続
さ
せ
る
。
こ
の
連
続
し
た
平
面
は
、
そ
の
上
に
架

か
る
屋
根
形
状
と
し
て
外
部
意
匠
に
立
ち
上
が
る
。
一
際
高
く
そ
び
え
る
本
殿
の
流
造

の
屋
根
に
、
拝
殿
の
切
妻
造
の
屋
根
が
幣
殿
を
超
え
て
連
結
し
、
そ
の
脇
に
一
段
棟
を

下
げ
た
神
饌
準
備
所
の
屋
根
が
と
り
つ
く
。
各
社
殿
の
空
間
の
格
の
違
い
を
屋
根
の
高

さ
で
表
現
し
、
屋
根
が
連
な
る
荘
厳
な
社
殿
を
つ
く
り
出
す
。

全
体
と
し
て
み
る
と
、
近
世
以
来
の
伝
統
様
式
や
空
間
構
成
を
尊
重
し
つ
つ
、
外
部

意
匠
の
荘
厳
化
、
内
部
空
間
の
祭
祀
奉
仕
の
機
能
向
上
を
実
現
さ
せ
て
い
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
沖
津
宮
社
殿
に
焦
点
を
あ
て
、
通
史
的
に
そ
の
変
遷
を
概
観
し
て
き
た
。

巨
岩
で
営
ま
れ
た
古
代
祭
祀
の
場
は
、
巨
岩
か
ら
離
れ
て
平
地
へ
と
遷
り
、
現
在
の
沖

津
宮
社
殿
へ
と
祭
祀
の
場
が
収
斂
さ
れ
て
い
く
。
自
然
神
か
ら
人
格
神
へ
と
神
観
念
の

変
化
と
共
に
神
を
祀
る
空
間
も
変
化
し
、
神
の
御
座
所
で
あ
る
本
殿
に
は
、
御
神
体
と

し
て
神
像
を
奉
安
し
、
殿
内
の
調
度
品
が
整
え
ら
れ
日
々
神
饌
が
備
え
ら
れ
る
。
沖
津

宮
社
殿
は
、
こ
う
し
た
千
六
百
年
以
上
も
の
間
受
け
継
が
れ
て
き
た
沖
ノ
島
に
対
す
る

信
仰
を
今
日
に
継
承
す
る
場
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
現
在
の
沖
津
宮
社
殿
に
つ
い
て
歴
史
的
変
遷
を
辿
っ
て
み
る
と
、
近
世
以
来

の
伝
統
的
な
形
式
や
空
間
構
成
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
近
代
に
お
け
る
新
た
な
造
形
の
出

現
が
読
み
取
れ
る
。「
磐
座
」
と
み
な
さ
れ
る
巨
岩
を
強
く
意
識
し
た
流
造
の
本
殿
形
式
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は
独
自
の
も
の
が
あ
り
、
近
代
を
代
表
す
る
神
社
建
築
家
で
あ
る
角
南
隆
が
設
計
に
関

与
す
る
等
、
そ
の
意
匠
の
構
成
力
は
特
筆
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
現
在
で
は
殆

ど
入
手
不
可
能
で
あ
る
大
径
長
尺
材
の
良
質
な
台
湾
檜
の
使
用
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
大
規
模
な
社
殿
の
造
営
を
可
能
と
し
て
い
る
。
玄
界
灘
の
遥
か
沖
合
に
位
置
す

る
沖
ノ
島
へ
の
材
料
運
搬
、
現
場
施
工
に
つ
い
て
も
、
地
元
建
築
家
や
宮
大
工
、
氏
子

崇
敬
者
に
よ
る
勤
労
奉
仕
や
浄
財
供
出
に
よ
る
も
の
が
大
き
く
、
地
域
総
ぐ
る
み
で
造

営
さ
れ
た
と
い
う
点
も
意
義
が
あ
り
、
近
代
の
神
社
建
築
と
し
て
そ
の
価
値
は
高
い
。

な
お
、
本
稿
で
は
沖
ノ
島
に
お
け
る
社
殿
の
成
立
に
つ
い
て
既
往
研
究
に
基
づ
く
概

要
の
整
理
に
留
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
古
代
祭
祀
終
焉
以
降
に
祭
祀
の
中
心
の
場
と

な
っ
た
九
州
本
土
の
辺
津
宮
や
、
通
常
立
ち
入
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
沖
ノ
島
を

遠
く
か
ら
拝
む
た
め
の
大
島
の
沖
津
宮
遙
拝
所
な
ど
、
相
互
に
関
連
を
も
つ
宗
像
神
社

三
宮
全
体
で
の
社
殿
の
成
立
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
今
後
の
研
究
課
題
と

し
た
い
。

図四　沖津宮本殿・幣殿・拝殿　配置図
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写真三　沖津宮本殿・幣殿・拝殿　全景 写真四　背面から見る沖津宮本殿と巨岩

図五　沖津宮本殿・幣殿・拝殿　平面図・断面図
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�（
１
）
宗
像
市
教
育
委
員
会
は
、
平
成
二
十
四
・
二
十
五
年
度
に
わ
た
り
国
指
定
史
跡
「
宗
像
神
社
境

内
」
及
び
国
指
定
天
然
記
念
物
の
「
沖
ノ
島
原
始
林
」
の
保
存
管
理
計
画
策
定
に
伴
い
現
地
調

査
を
実
施
し
た
。
平
成
二
十
四
年
十
月
九
〜
十
日
に
沖
津
宮
社
殿
の
建
築
調
査
を
実
施
し
、
沖

津
宮
本
殿
・
幣
殿
・
拝
殿
と
末
社
大
神
宮
の
平
面
図
・
断
面
図
・
配
置
図
の
実
測
と
写
真
撮
影

を
行
っ
た
。

（
２
）
丸
山
茂
「
神
社
建
築
の
形
成
過
程
に
お
け
る
官
社
制
の
意
義
に
つ
い
て
」（『
神
社
建
築
史
論-

古
代
王
権
と
祭
祀
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
一
）、
山
岸
常
人
「
神
社
建
築
の
形
成
過

程
―
平
安
時
代
前
期
・
中
期
を
中
心
に
―
」（『
史
林
』
第
九
十
八
巻
第
五
号
史
学
研
究
会
編
、

二
〇
一
五
年
）
な
ど
。

（
３
）
有
富
純
也
「
神
祇
官
の
特
質
―
地
方
神
社
と
国
司
・
朝
廷
―
」、「
神
社
社
殿
の
成
立
と
律
令

国
家
」（『
日
本
古
代
国
家
と
支
配
理
念
』
東
京
大
学
出
版
会
議
、
二
〇
〇
九
）。

（
４
）『
宗
像
沖
ノ
島　

Ⅰ
』（
第
三
次
沖
ノ
島
学
術
調
査
隊
編
、
宗
像
大
社
復
興
期
成
会
発
行
、
一
九

七
九
）
六
十
〜
六
十
四
頁
。

（
５
）『
宗
像
沖
ノ
島　

Ⅰ
』（
前
掲
、）
二
四
七
〜
二
四
八
頁
。

（
６
）
昭
和
七
年
か
ら
八
年
に
か
け
て
九
州
大
学
農
学
部
沖
ノ
島
調
査
隊
に
よ
っ
て
沖
ノ
島
の
生
物
調

査
が
実
施
さ
れ
た
。
竹
内
亮
氏
は
植
物
学
的
部
門
を
担
当
し
、「
続
宗
像
沖
ノ
島
雑
記
」（『
島
』

一
誠
社
発
行
、
一
九
三
四
）
の
中
で
「
昭
和
七
年
に
瀛
津
宮
の
舊
社
殿
の
御
改
築
に
際
し
、
そ

の
御
床
下
か
ら
出
土
し
た
石
斧
等
と
共
に
五
個
の
石
舟
を
見
る
。」
と
報
告
し
て
い
る
。

（
７
）『
宗
像
神
社
史
』
上
巻
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
会
編
、
一
九
六
一
）、
五
一
五
頁
。

（
８
）「
黒
田
家
新
続
家
譜
巻
之
十
一
」
綱
政
記
四　

元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
の
項
に
は
「
香
椎
・

宇
美
・
伊
野
・
宰
府
・
警
固
・
住
吉
・
志
賀
・
鳥
飼
・
志
登
・
櫻
井
・
名
嶋
・
田
嶋
・
大
分
等

に
、
自
晝
の
繪
馬
を
寄
進
せ
ら
る
。」
と
あ
る
。 

（
９
）
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
に
沖
津
宮
大
宮
司
河
野
信
濃
守
が
福
岡
藩
寺
社
奉
行
に
提
出
し
た
「
沖

津
宮
指
出
目
録
」
に
、
寛
永
八
年
（
一
七
一
一
）「
神
殿
・
拝
殿
ヲ
藩
主
黒
田
綱
政
公
ヨ
リ
御

造
営
」
の
記
載
が
あ
る
（『
宗
像
神
社
史
』
上
巻
、
前
掲
、
五
一
七
頁
）。

（
10
）「
黒
田
家
新
続
家
譜
巻
之
十
一
」
綱
政
記
四　

元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
の
項
に
「
筑
前
続

風
土
記
成
る
。
凡
三
十
巻
、
十
一
月
十
八
日
貝
原
久
兵
衛
上
進
す
。」
と
あ
る
。

（
11
）『
宗
像
神
社
史
』
上
巻
（
前
掲
）
五
一
六
頁
。

（
12
）『
筑
前
国
続
風
土
記
』
巻
之
十
五
宗
像
郡
上
に
「
寛
永
十
六
年
よ
り
以
来
、
國
主
よ
り
島
守
を

置
玉
ふ
。
足
軽
三
人
、
水
主
四
人
、
大
島
よ
り
役
夫
二
人
、
凡
九
人
か
は
る
〳
〵
来
る
。
五
十

日
を
以
て
限
と
す
。」
と
あ
る
。

（
13
）
福
岡
藩
士
沖
ノ
島
在
番
の
心
得
を
記
し
た
史
料
で
、
天
保
七
年
か
ら
十
二
年
頃
に
か
け
て
書
写

し
た
も
の
と
さ
れ
る
（
宮
本
常
一
編
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
二
巻
探
検
・
紀
行
・
地

誌
西
国
編
、
三
一
書
房
、
一
九
八
四
）。

（
14
）『
筑
前
国
続
風
土
記
』
巻
之
十
五
宗
像
郡
上
に
は
、「
春
三
月
、
冬
十
月
、
兩
度
祭
あ
り
。
む
か

し
大
宮
司
あ
り
し
時
は
、
秋
も
祭
り
有
し
か
、
近
世
は
秋
を
略
し
て
祭
ら
す
。（
中
略
）
社
人

は
唯
一
人
大
島
に
あ
り
。
其
家
を
一
ノ
甲
斐
と
云
、
河
野
氏
と
稱
す
。」
と
あ
る
。

（
15
）『
宗
像
神
社
歴
史
』
下
巻
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
会
編
、
一
九
六
六
）
三
六
一
頁
。

（
16
）『
宗
像
神
社
史
』
上
巻
（
前
掲
）
五
二
〇
頁
。
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（
17
）「
明
治
十
六
年
修
理
棟
札
」

　
［
表
］　

宮
司
江
上
澄

祢
宜
桑
野
弘
文

主
典
越
智
正
文

同

　勝
屋
茂
彦

同

　高
向
秀
實

同

　宗
像
秋
續

主
典
日
並
永
通

等
外
出
仕

　
　河
野
通
来

同

　小
方
真
言

同

　中
野
森
平

社
務
所
常
雇

　安
部
繁

同
　立
石
護

明
治
十
六
年
七
月
九
日
着
手
同
八
月
十
二
日
落
成

御
本
殿
渡
殿
拝
殿
御
家
上
御
葺
替
并
御
炊
舎
宿
直
所
船
手
小
屋
御
修
繕

縣
令
岸
良
俊
介

　
 

　土
木
課
土
木
擔
任
戸
畑
惣
三

出
張

大
工
四
人

家
上
工
三
人

日
雇
二
人

　
［
裏
］　

記
載
な
し

（
18
）「
大
正
二
年
修
理
棟
札
」

　
［
表
］　

大
工
中
野
七
平

同

　永
野
茂
一
郎

同

　内
田
太
造

同

　永
野
喜
壮

同

　中
野
治
三
郎

同

　中
野
軍
蔵

家
根
職
宗
我
泰
助

仝

　波
多
江
夘
平

仝

　東
合
親
治
郎

仝

　狩
野
友
次
郎

仝

　五
嶋
円
次

仝

　宗
我
馬
吉

祢
宜
越
智
峯
吉

主
典
日
並
治
郎

同

　池
浦
晴
吉

同

　宗
像
繁
丸

同

　守
嶋
正
直

名
譽
主
典
河
野
通
来

雇
桑
野
千
速

同

　吉
田
一
徹

同

　花
田
貫
一

大
正
二
年
三
月
十
六
日
着
手

大
正
二
年
三
月
卅
一
日
落
成

御
本
殿
渡
殿
拝
殿
御
家
上
葺
替 

御
修
繕

中
野
豐
吉

宮
司
高
向
秀
實

大
正
元
年
十
月
廾
一
日
假
遷
座

大
正
二
年
六
月
二
日
正
遷
座

并

御
営
繕

嘱
托
員

　
［
裏
］　

リ
ヨ
省
務
内
　
　
　
　
　
　
　
訳
内
此

渡
下
御
費
繕
営
通
共
社
各
　
円
百
八
金

出
支
子
利
産
財
本
基
社
本
　
円
五
捨
六
百
四
金

一 

直
正
嶋
守
典
主
丸
繁
像
宗
典
主
吉
晴
浦
池
典
主
實
秀
向
高
等
六
勲
位
六
従
司
宮
　
職
神
仕
奉
座
遷
正

速
千
野
桑
雇
　
　
　
　
　
　
　
　
　 一 

徹
一
田
吉
仝
　
速
千
野
桑
雇
来
通
野
河
典
主
丸
繁
像
宗
典
主
　
吉
峰
智
越
宜
祢
　
職
神
仕
奉
座
遷
假

一
友
上
井
士
博
学
法
長
局
社
神
省
務
内
恭
利
路
川
事
知
縣
本
敬
原
臣
大
務
内
　
一

助
角
仝
郎
太
幸
仝
蔵
夘
野
河
子
加
助
夘
野
河
長
船
方
詰
一

円
五
拾
九
百
参
壹
額
総
費
事
工
木
一

（
19
）『
宗
像
神
社
昭
和
造
営
誌
』（
宗
像
大
社
復
興
期
成
会
、
一
九
七
六
）。

（
20
）「
沖
津
宮
神
殿
並
ニ
拝
殿
改
築
願
」「
官
国
弊
社
各
社
共
通
金
下
附
願
」
草
稿
、『
宗
像
大
社
営

繕
書
類
』
巻
十
八
所
収
。

（
21
）「
昭
和
七
年
八
月
七
日
工
事
報
告
」（『
宗
像
大
社
営
繕
書
類
』
巻
十
八
所
収
）
の
全
文
は
以
下

の
通
り
（
傍
線
は
筆
者
加
筆
）。

　
「
官
幣
大
社
宗
像
神
社
沖
津
宮
御
本
殿
幣
殿
神
饌
所
並
ニ
拜
殿
改
築
ニ
當
リ
テ
ハ
内
務
省
主

任
技
師
角
南
隆
氏
ノ
設
計
ヲ
基
準
ト
シ
神
殿
流
レ
造
リ
幣
殿
拜
殿
神
饌
所
共
総
体
ヲ
一
棟
ト
シ

拜
殿
正
面
ハ
切
妻
造
リ
向
拜
庇
付
後
面
神
殿
ニ
取
付
神
饌
所
横
棟
切
妻
造
リ
拜
殿
取
付
家
根
檜

皮
葺
箱
棟
鬼
板
付
本
殿
ニ
ハ
千
木
勝
男
木
ヲ
置
キ
総
体
素
木
造
リ
ト
シ
テ
昭
和
六
年
十
月
五
日

内
務
大
臣
ノ
認
可
ヲ
得
タ
リ
。
本
工
事
ハ
航
行
不
便
ノ
孤
島
ニ
付
直
營
工
事
ト
シ
テ
直
チ
ニ
着

手
セ
リ
。
木
材
ハ
台
檜
ノ
優
良
材
ヲ
撰
ビ
辺
津
宮
ニ
於
テ
乾
燥
ノ
上
荻
原
亀
吉
ヲ
主
任
工
匠
ト

シ
テ
切
組
ミ
本
年
五
月
二
日
沖
島
ニ
運
搬
仝
月
十
六
日
立
柱
祭
仝
月
二
十
一
日
上
棟
祭
六
月
二

十
五
日
工
事
完
了
シ
タ
リ
。
本
工
事
中
最
憂
慮
シ
タ
ル
ハ
海
上
及
参
道
運
搬
ト
狭
隘
ナ
ル
社
地

ニ
納
マ
リ
ヨ
ク
建
設
出
来
ル
カ
ノ
二
点
ナ
リ
シ
ガ
幸
ニ
神
明
ノ
御
加
護
ニ
ヨ
リ
豫
期
以
上
優
秀

ナ
ル
成
果
ヲ
得
タ
ル
ハ
欣
幸
ニ
堪
ヘ
ザ
ル
ナ
リ

　

茲
ニ
竣
工
ノ
式
典
ニ
方
リ
工
事
ノ
概
要
ヲ
述
べ
以
テ
報
告
ト
ス
。

�

昭
和
七
年
八
月
七
日　

工
事
監
督
技
師　

三
條
榮
三
郎
」

（
22
）
昭
和
四
十
年
代
ま
で
大
島
の
漁
師
は
、沖
ノ
島
に
小
屋
を
か
け
て
住
み
込
み
で
漁
を
し
て
お
り
、

そ
の
漁
組
織
を
「
沖
ノ
島
仲
間
」
と
呼
ん
だ
（『
海
の
道
』
Ｎ
ｏ
．１
「
特
集
大
島
か
ら
沖
ノ
島

を
見
る
」
沖
ノ
島
物
語
実
行
委
員
会
発
行
、
二
〇
〇
五
）。

（
23
）「
官
幣
大
社
宗
像
神
社
沖
津
宮
社
殿
改
築
工
事
積
算
書
」
及
び
「
宗
像
神
社
沖
津
宮
御
神
座
御

壁
代
等
新
調
精
算
書
」『
宗
像
大
社
営
繕
書
類
』
巻
十
八
所
収
。
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（
24
）
角
南
隆
の
経
歴
は
、
角
南
隆
『
万
物
は
生
き
て
い
る
』（
株
式
会
社
パ
レ
ー
ド
、
二
〇
〇
六
）、

藤
岡
洋
保
「
内
務
省
神
社
局
・
神
祇
院
時
代
の
神
社
建
築
」（『
近
代
の
神
社
景
観-

神
社
局
時

代
に
撮
影
さ
れ
た
神
社
』
神
道
文
化
会
編
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
八
）
を
参
照
し
た
。

（
25
）
藤
岡
洋
保「
近
代
の
神
社
建
築
」（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』復
刊
第
四
十
三
号
、二
〇
〇
六
）。

（
26
）
幡
掛
正
木
「
宗
像
神
社
と
葦
津
耕
次
郎
翁
」（『
葦
津
耕
次
郎
追
慕
録
』
あ
し
芽
會
、一
九
四
一
）。

（
27
）
宗
像
大
社
に
は
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
撮
影
さ
れ
た
社
殿
・
境
内
の
古
写
真
が
五
十

三
点
（
内
訳
は
沖
津
宮
［
十
八
］、
中
津
宮
［
五
］、
辺
津
宮
［
二
十
五
］、
香
椎
宮
［
二
］、

高
良
大
社
［
三
］）
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
戦
後
、
日
本
建
築
工
芸
事
務
所
（
角
南
隆

設
立
）
よ
り
神
社
本
庁
へ
寄
贈
さ
れ
た
内
務
省
神
社
局
及
び
神
祇
院
局
撮
影
の
写
真
資
料
と
一

部
合
致
す
る
。（『
写
真
資
料
目
録V

ol.1　

内
務
省
時
代
に
撮
影
さ
れ
た
神
社
の
景
観
』、
一
九

九
五
、
神
社
本
庁
教
学
研
究
所
発
行
）。

（
28
）
藤
岡
洋
保
「
内
務
省
神
社
局
・
神
祇
院
時
代
の
神
社
建
築
」（
前
掲
）。

（
29
）
三
條
栄
三
郎
の
経
歴
は
、母
里
喜
久
「
三
條
栄
三
郎
そ
の
足
跡
」（『
西
日
本
文
化
』
一
四
九
号
、

一
九
七
九
）
を
参
照
し
た
。

（
30
）『
宗
像
大
社
営
繕
書
類
』
巻
十
八
所
収
。

（
31
）「
昭
和
七
年
八
月
七
日
工
事
報
告
」（
前
掲
）
の
草
稿
文
が
『
宗
像
大
社
営
繕
書
類
』
巻
十
八
に

所
収
さ
れ
る
。

（
32
）
荻
原
亀
吉
の
経
歴
は
、
荻
原
実
氏
（
昭
和
二
十
四
年
生
、
荻
原
工
務
店
代
表
取
締
役
）、
荻
原

哲
夫
氏(

昭
和
二
十
八
年
生)

に
聞
き
取
り
調
査
に
基
づ
く
（
調
査
日
時
は
二
〇
一
六 

年
十
二 

月
二
一
日
、
場
所
は
荻
原
工
務
店
事
務
所
）。

（
33
）
年
毛
神
社
の
棟
札
に
は
「
大
工
棟
梁
荻
原
亀
吉
」、豊
山
神
社
の
棟
書
に
は
「
設
計
者
荻
原
亀
吉
」

と
あ
る
（
佐
藤
正
彦
「
津
屋
崎
町
の
近
世
社
寺
大
工
と
作
風
」『
日
本
建
築
学
会
中
国
・
九
州

支
部
研
究
報
告
』
第
十
号
、
一
九
九
六
）。
前
掲
注
（
32
）
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
と
、
辺
津

宮
楼
門
（
大
正
十
五
年
）、
筥
崎
宮
廻
廊
（
大
正
三
〜
六
）、
香
椎
宮
楼
門
、
若
松
恵
比
寿
神
社

の
造
営
に
荻
原
亀
吉
が
関
与
し
た
と
い
う
。

（
34
）
松
本
将
一
郎
「
沖
津
宮
遙
拝
所
に
お
け
る
信
仰
の
建
築
と
景
観
」（『
沖
ノ
島
研
究
』
第
一
号
、「
宗

像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
世
界
遺
産
推
進
会
議
発
行
、
二
〇
一
五
）

（
35
）
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
十
月
十
七
日
、内
務
省
神
社
局
技
師
角
南
隆
・
大
島
村
尊
重
立
石
仲
平
・

前
当
社
宮
司
幡
掛
正
木
・
大
工
荻
原
亀
吉
が
辺
津
宮
社
務
所
に
参
集
し
、
神
社
関
係
者
を
交
え

て
復
興
計
画
、
中
津
宮
社
務
所
改
築
に
つ
い
て
協
議
し
た
（『
宗
像
神
社
昭
和
造
営
誌
』
年
表
、

六
三
八
頁
）。

（
36
）
昭
和
七
年
八
月
七
日
の
日
付
で
、
宗
像
神
社
宮
司
幡
掛
憲
昌
か
ら
荻
原
亀
吉
と
小
山
富
次
郎
の

両
名
に
沖
津
宮
神
殿
・
幣
殿
・
神
饌
所
・
拝
殿
改
築
工
事
に
つ
い
て
感
謝
状
を
贈
っ
て
い
る（『
宗

像
大
社
営
繕
書
類
』
巻
十
八
所
収
）。

（
37
）『
福
岡
県
指
定
有
形
文
化
財
宗
像
大
社
中
津
宮
本
殿
保
存
修
理
工
事
報
告
書
』（
福
岡
県
、
一
九

九
九
）。

（
38
）
葦
津
耕
次
郎
の
経
歴
は
、
葦
津
珍
彦
『
葦
津
耕
次
郎
追
想
録
』（
私
家
版
、
一
九
七
〇
）
を
参

照
し
た
。

（
39
）「
官
幣
大
社
宗
像
神
社
沖
津
宮
殿
内
装
飾
設
計
図　

神
座
ノ
部
」（『
宗
像
大
社
営
繕
書
類
』
巻

十
八
所
収
）。

（
40
）「
官
幣
大
社
宗
像
神
社
沖
津
宮
社
殿
改
築
工
事
設
計
書
」（『
宗
像
大
社
営
繕
書
類
』
巻
十
八
所

収
）。
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